
令和７年７月30日(水)に開催のオープンキャンパスで、参加者からの御質問とその回答は

次のとおりです。新潟県農業大学校の理解に役立ててください。 

 

質問１ 入校試験の小論文の内容、文字数、形式について教えてもらえますか？ 
（回答） 
・過去の推薦入校試験では、小論文試験は60分で 800字程度でした。 
・過去の出題形式はテーマ型（設問文を読み、与えられたテーマに沿って主張を論じる形
式）、課題文型（与えられた課題文を読み、その内容を踏まえて主張を論じる形式）、グラ
フ・資料型（与えられたグラフや図表などの資料を読み、その内容を踏まえて主張を論じ
る形式）などが出題されています。難易度は高くないと思いますが、幅広い対策が必要と
考えます。 
・なお、小論文試験の問題は非公開となっています。 
・出題の視点は、次に示すグラフや図表もしくは課題文への取組をとおして、高等学校教育
課程における教科「国語」「地理歴史」「公民」「数学」等のうちから、複数の教科を横断
した知識・技能及び思考力・判断力・表現力の基礎学力の確認とし、併せて、本校のアド
ミッションポリシーにふさわしいかを確認します。 
・評価の観点は、国語表現力、グラフや図表を理解しての思考力・判断力・表現力及び本校
のアドミッションポリシーで示される複数の資質としています。 
 
質問２ 試験科目に記載されている「適性検査」とは、具体的にどのような検査ですか？ 
（回答） 
・わかりやすく言えば「性格検査」的な性質を持つものです。これは、合格者の皆さんを授
業や寮で班編成する際に、バランスよくチーム編成したりすることを主な目的として実
施します。事前の対策等は一切不要です。 
 
質問３ 過去３年間の推薦入校試験と一般入校試験の倍率を教えてください。 
（回答） 
・募集定員を 80 名と定めておりますが、推薦入校、一般入校のそれぞれ定員については、
明確に定めておりません。そのため、募集定員に対する倍率については、過去３年間、概
ね１倍となっております。 
 
質問４ 4年制大学への3年次編入の時期や合格率、取組方法を教えてください。 
（回答） 
・編入試験の時期は6月頃から12月頃までと大学により異なります。試験日が重複しなけ
れば、複数の大学を受験することも可能です。 
・当校では昨年度までの 3 年間で大学 3 年次編入試験を受験した学生は全員合格していま



す。 
・編入試験は小論文及び面接（口頭試問を含む）を実施する大学が多いようですが、TOEIC
スコアの提出を求める大学もあります。 
 
質問５ 食物アレルギーがあります。対応は可能ですか？ 
（回答） 
・入校当初のリスクを可能な限り減らすため、本人、父母等の了解のもとに、食物アレルギ
ーに関する情報を共有します。 
・食事については、学生食堂を基本としており、食べたいメニューを注文するようになって
います。メニューに原因となる食物が使用されているかについては、学生食堂に問い合わ
せください。 
・また、休日は弁当販売店、コンビニ弁当の注文利用となるため、原因となる食物が使用さ
れている場合は、注文を見合わせてください。 
 
質問６ 経費の内訳にパソコンの購入費用は含まれていますか？ 
（回答） 
・経費にはパソコン購入費は含まれていません。 
・農業大学校では、パソコンを使用する学習活動が多くあります。具体的にはレポート、発
表資料などの文書作成等があるためノートパソコンは必須となります。 
・当校で斡旋はしませんが、推奨されるパソコンの性能等は合格後にお知らせします。 
 
質問７ 定期考査はありますか？ 
（回答） 
・当校では授業科目が終了した後、７から 10 日後に試験を実施しています。したがって、
学期終了時に試験期間を設けての試験実施はしていません。 
 


